
武
道
で
高
め
る
脳
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス

第
引
回

筑
波
大
学
大
学
院
教
授

--~ 
r .. 
J 

、

』

F

一一f
f

征
矢

eg 

英
昭

-一章

オ
マ
ン
ス
が
決
ま
る
と
い
う
c

一
流
選
手
に
よ

良
い
モ
ノ
で
あ
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
害
に
な

d

，-
e

，
 

る
と
説
か
れ
て
い
る
。
ス
ポ
ー
ツ
で
は
、
こ
の

る
決
戦
で
は
、
最
高
レ
ベ
ル
の
力
が
必
要
だ
が
、

ス
ト
じ
ス
と
武
道

私
と
武
道
の
関
係
は
、
柔
・
剣
道
と
相
撲
の

淡
い
体
験
の
み
で
あ
る
。
学
生
時
代
は
陸
上
競

技
(
ハ
ー
ド
ル
、
跳
躍
)
に
没
頭
し
た
私
だ
が、

草
相
撲
は
身
近
な
遊
び
で
も
あ
っ

た
。
相
撲
初

段
(
日
本
相
撲
連
盟
)
は
唯
一
、
武
道
に
お
け

る
私
の
段
位
で
も
あ
る
。
両
者
の
違
い
は
言
う

ま
で
も
な
い
が
、

一
瞬
の
集
中
と
判
断
、

パ
ワ

l
発
揮
が
決
め
手
と
な
る
点
は
共
通
し
て
重
要

と
思
わ
れ
る
。

武
道
に
限
ら
ず
ス
ポ
ー
ツ
に
お
け
る
最
大
の

パ
フ
ォ
マ
ン
ス
の
要
因
は
心
技
体
の
統
合
、
こ

私
の
尊
敬
す
る
故

猪いれ
飼~: Iこ
道号は
夫ぉ異
三品
ロ冊

は
あ
る
ま

(
元
東
大
教
育
学
部
教
授
)
ト
A
R

、
。、.

}
ι
1

，
ノ

フ
ォ
マ
ン
ス
を
可

H
n」
同
ヘ
ミ
)

で
表
し
た
。

C
は
技
術
、

E
は
体

P
は
パ
ブ
オ
マ
ン
ス
、

力、

M
は
意
志
・
意
欲
と
さ
れ
る
。
運
動
に
限

ら
ず
あ
ら
ゆ
る
人
の
パ
フ
ォ
マ
ン
ス
は
心
身
の

体
力
に
よ
り
左
右
さ
れ
る
が
、
体
力
に
は
意
欲

が
常
に
関
数
と
し
て
影
響
を
及
ぼ
す
。
さ
ら
に

生
理
苧
者一一ニ

二
二
・れ
を

菌
争
か
逃
避

行
動
H

と
呼
び
、
危
険
か
ら
身
を
守
る
た
め
に

有
利
な
行
動
と
し
て
位
置
付
け
、
ぞ
れ
を
支
援
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第
引
回

~ 

い
ノ
ト
キ
ヌ

筑
波
大
学
大
学
院
教
授

征
矢

こ
8
要
因
弓
技

こ
ふ
£

け
ま事

つ
J

、

オ
マ
ン
ス
が
決
ま
る
と
い
う
。

一
流
選
手
に
よ

る
決
戦
で
は
、
最
高
レ
ベ
ル
の
力
が
必
要
だ
が
、

ベ
ス
ト
を
発
揮
で
き
な
い
場
合
は
多
い
。
体
力

技
術
は
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
こ
と
か
ら
考
え

て
、
お
そ
ら
く
は
意
志
や
意
欲
の
関
与
は
明
ら

か
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
実
態
は
い
ま
だ
に
よ
く
わ
か

っ
て
い
な
い
。
古
い
研
究
で
は
、

か
け
声
や
ピ

ス
ト
ル
を
鳴
ら
す
と
日
%
前
後
の
力
が
増
大
す

る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
ウ
マ
の
研
究
で

は
、
事
前
に
情
動
刺
激
を
与
え
る
と
、
そ
の
後

の
走
行
速
度
が
増
加
す
る
。
ま
さ
に
火
事
場
の

馬
鹿
力
が
奏
功
し
た
結
果
と
考
え
ら
れ
る
。
こ

の
時
、

ウ
マ
の
脳
内
で
は
、
事
前
に
与
え
ら
れ

リた
ン「
な恐
ど怖
覚T-
醒f不
に安
働」

くが
化脳
学内
物の
質ノ
のル
作ア
用ド
をレ
高ナ

め
た
結
果
、
筋
を
動
か
す
脳
か
ら
の
信
号
(
中

枢
指
令
)
が
増
加
す
る
。
こ
の
「
恐
怖
・
不
安
」

は
多
く
の
動
物
に
共
通
す
る
ス
ト
レ
ス
要
因
と

い
わ
れ
、
ま
さ
に
ス
ト
レ
ス
状
態
を
意
味
す
る
。

ス
ト
レ
ス
と
は
一
般
に
体
に
悪
い
も
の
と
さ
れ

J

、
;
-
n
s
J
'

良
い
モ
ノ
で
あ
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
害
に
な

る
と
説
か
れ
て
い
る
。

英
昭

こ
4ο
意

.~ 

.~ 

ス
ポ
ー
ツ
で
は
、
こ
の

ス
ト
レ
ス
反
応
を
自
ら
誘
導
す
る
こ
と
で
、
大

き
な
力
を
発
揮
し
て
い
る
と
も
い
え
よ
う
。

武
道
の
源
流
で
あ
る
古
来
の
武
術
(
剣
術
)

で
は
相
手
と
の
勝
負
で
死
を
意
識
す
る
。
そ
の

際
の
「
恐
怖
・
不
安
へ
の
予
知
」
は
強
い
ス
ト

聞
き
レ
ス
と
し
て
働
き
、
体
が
反
応
す
る
。
瞳
孔
は

(
暗
く
と
も
見
え
る
)
、
心
臓
は
パ
ク
パ

ク
動
き
、
血
糖
値
は
上
が
り
、
筋
に
は
血
液
が

溢
れ
、
強
い
力
が
湧
い
て
く
る
。
ア
メ
リ
カ
の

P
は
パ
フ
オ
マ
ン
ス
、

C
は
技
術
、

E
は
体

力、

M
は
意
志
・
意
欲
と
さ
れ
る
。
運
動
に
限

ら
ず
あ
ら
ゆ
る
人
の
パ
フ
ォ
マ
ン
ス
は
心
身
の

体
力
に
よ
り
左
右
さ
れ
る
が
、
体
力
に
は
意
欲

が
常
に
関
数
と
し
て
影
響
を
及
ぼ
す
。
さ
ら
に

‘ー.ー

生
理
学
者
キ
マ
F
ン
与
こ
れ
会

毘
急
T

岩
遺
産

行
動
d

と
呼
び
、
危
険
か
ら
身
を
守
る
た
め
に

有
利
な
行
動
と
し
て
位
置
付
け
、
そ
れ
を
支
援

す
る
体
の
反
応
を
ス
ト
レ
ス

(
反
応
)

と
定
義

し
た
。
武
道
と
は
ま
さ
に
、
我
々
の
動
物
性
と

い
う
べ
き
ス
ト
レ
ス
応
答
を
利
用
し
て
相
手
に

立
ち
向
か
う
競
技
と
い
え
る
。
し
か
し
、

ス
ト

レ
ス
が
強
す
ぎ
る
と
、
脳
が
過
剰
に
興
奮
し
、

パ
ニ
ッ

ク
に
陥
る
場
合
も
あ
る
。
そ
う
な
っ
た

ら
ど
ん
な
に
技
が
優
れ
て
い
て
も
力
は
発
揮
で

き
な
い
。
逃
げ
出
す
場
合
も
あ
ろ
う
。
達
人
は

ど
う
や
っ
て
こ
の

「武
道
ス
ト
レ
ス
」
を
克
服

-
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

征
矢
英
昭
(
そ
や
・
ひ
で
あ
き
)

1
9
5
9
年
(
昭
和
泊
)
群
馬
県
生
ま
れ
。
例
年
筑
波
大
学
大
学

院
体
育
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了
(
体
育
学
修
士
)
、
的
年
群
馬

大
学
大
学
院
医
学
研
究
科
博
士
課
程
内
分
泌
生
理
学
専
攻
修
了

(
医
学
博
士
)
。
三
重
大
学
助
教
授
、
エ
ジ
ン
パ
ラ
大
学
、
ロ
ッ
ク

フ
ェ
ラ
ー
大
学
の
客
員
助
教
授
を
経
て
、
悌
年
筑
波
大
学
体
育
科

学
系
助
教
授
、

2
0
0
4
年
同
大
学
院
人
間
総
合
科
学
研
究
科
体

育
科
学
専
攻
助
教
授
(
前
年
准
教
授
)
、

ω年
同
教
授
。
つ
く
ば

脳
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
研
究
会
代
表
。
日
年
4
月
よ
り
文
部
科
学
省
特

別
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「た
く
ま
し
い
心
を
育
む
ス
ポ
ー
ツ
科
学

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
代
表
。
著
書
は
、
『
ス
ポ
ー
ツ
生
理
学
」
『
プ

リ
プ
リ
グ
ッ
パ
l
』
な
ど
。
講
演
や
テ
レ
ビ
出
演
も
多
い
。

月刊「武道J2011. 10 2011. 1 月刊「武道」17 
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日目立 し
剣
四し道力
力;のを
」教発
は与揮
興にし
昧立て
深のき
いるた

「いり

眼f:-5 
つ

ーにか
足T

-ん

一
連
の
動
作
プ
ロ

セ
ス
は
、
高
い
レ
ベ
ル
の
注
意
・
集
中

(
意
識

化
と
関
係

ーす
五?51
輪k州
吾妻
に E
はな
目めつ
付3て
のい
重る
要
性宮

本
武
蔵
の

と
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。
こ
れ
は
、

どサ

がン
狩ナ
をの
す動
る物
姿(
をラ
初号イ
郷土オ
さン
せや
るピ
二L

捕 l
食マ
者な

た
ち
は
、
鋭
い
眼
で
獲
物
を
探
し
歩
き
回
り
、

い
ざ
発
見
す
る
と
、
注
意
深
く
間
合
い
を
取
り

つ
つ
呼
吸
は
静
か
に
ゆ
っ
く
り
、
そ
し
て
、
少

し
ず
つ
足
を
進
め
獲
物
に
接
近
。
そ
し
て
、
機

を
見
て
猛
烈
な
ダ
ッ
シ
ュ
で
獲
物
に
襲
い
か
か

る
。
こ
の
時
、
脳
は
興
奮
し
て
い
る
が
パ
ニ
ッ

ク
に
は
な
ら
な
い
。
冷
静
に
自
分
や
相
手
を
認

識
で
き
る
状
態
に
あ
る
。
こ
の
ク
ー
ル
に
燃
え

る
状
態
の
脳
こ
そ
が
、
武
道
や
ス
ポ
ー
ツ
の
パ

フ
ォ
マ
ン
ス
を
高
め
る
脳
の
最
適
興
奮
状
態
な

の
か
も
し
れ
な
い
。

一
方
、
武
道
に
は
、
他
の
技
法
と
同
様
に
重

視
す
べ
き
要
素
と
し
て
「
姿
勢
(
動
作
)
、
呼
吸
、

重亘

?の
と
kc
え
げ
'
わ

れ
て
い
る
。
欝
に
な
る
と
、
注
意

・
集
中
や
選

択
-
判
断
力
「
沼
田
霞
詫
わ
一
部
で
芙
庁
農
抱

意
識
化
」
が
あ
る
と
い
う
。
姿
勢
は
動
作
の
基

盤
と
し
て
重
要
で
あ
り
、
前
記
の
目
付
も
、
相

手
の
動
き
に
対
し
て
常
に
有
利
な
「
姿
勢
」
を

維
持
し
、
変
化
に
対
し
て
機
敏
に
反
応
す
る
た

め
と
さ
れ
て
い
る
。
呼
吸
は
、
そ
の
や
り
方

つ
で
興
奮
や
鎮
静
を
調
節
で
き
、
意
識
の
レ
ベ

ル
に
も
影
響
を
与
え
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
は

相
互
に
関
係
す
る
。
興
味
深
い
こ
と
は
、
こ
れ

ら
三
要
素
が
共
通
の
脳
機
構
を
も
つ
こ
と
だ
。

の
』
ヲ
か
ん

呼
吸
は
、
脳
幹
に
よ
る
支
配
を
受
け
る
。
脳
幹

は
呼
吸
・
循
環
、
姿
勢
調
節
、
そ
し
て
睡
眠

覚
醒
を
調
節
す
る
生
命
中
枢
と
し
て
知
ら
れ

部ぷのる
に脳
あ幹意
るを図
抗調的
重節な
力で呼
筋き吸
なるは
ど 。 白
姿ま律
勢た神
保、経
持背を
に中介
関やし
わ腰fて
る骨Zこ

筋
群
の
ト
ヌ
ス

(
緊
張
度
)
を
支
配
す
る
。
そ

し
て
、
脳
幹
の
活
動
は
意
識
の
座
で
あ
る
大
脳

ぜ
ん
と
う
よ
う

の
前
頭
葉
の
活
動
を
担
い
、
睡
眠
と
覚
醒
の
リ

ズ
ム
を
調
節
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
武
道
に
お

け
る
「
呼
吸
法
」
と
は
、
効
果
的
な
姿
勢
や
意

識
を
う
ま
く
調
節
し
、

ひ
い
て
は
過
度
な
ス
ト

レ
ス
か
ら
逃
れ
る
た
め
に
も
重
要
な
技
法
と
い

え
そ
う
だ
。

実
際
に
、
緊
張
が
高
ま
り
強
い
ス
ト
レ
ス
状

態
に
あ
っ
て
は
、

ゆ
っ
く
り
呼
吸
を
整
え
る
だ

け
で
数
分
す
る
と
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
こ
と
を

経
験
す
る
。
私
た
ち
の
研
究
で
は
リ
ラ
ッ
ク
ス

時
の
脳
波

に
加
え
、
前
頭
葉
の
ブ
ロ

マ
ン
46 -----
匹zα聖jtや
t f13 
呼
ば
れ
る
部
位
が
活
，性

化

し
、
実
行
能
力
(
認
知
機
能
の
一
つ
で
、
注
意

集
中
、
選
択
・
判
断
力
を
調
節
す
る
部
位
)
が

高
ま
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
ヨ
ガ
や
禅
な

ど
の
東
洋
的
身
体
技
法
に
も
通
ず
る
こ
の
武
道

の
「
呼
吸
」
と
は
、
脳
の
活
性
度
や
ス
ト
レ
ス

レ
ベ
ル
を
最
適
化
す
る
た
め
の
技
法
と
考
え
る

と
面
白
い
。

最
近
、
こ
う
し
た
ス
ト
レ
ス
行
動
が
発
現
し

も
の
中
国嘉
か 部
ら i台
の 五
留蕗
学先
生生
を ;二
教
え 当
時

魯ろ
迅X8 
や千
多

先
達

〆
ト
ハ
Y沿
え
ぬ
口
台
町
肝
〉
V

川忌
E
F
む
U

1
J
h
L

。
手、
nμ恥
出
入

pt
こ
J
h晶
、

に
く
い
活
力
低
下
し
た
子
供
た
ち
が
増
え
て
い

-F 

消
費
L
タ

エ
ッ

に
な
る
と
考
え
る
だ
戸

な
く
、
過
度
に
興
奮
し
た
脳
を
沈
静
化
し
た
り
、

』度

円
し
と
や
凶

L
E
E生
レ
い

J
-
r
u
託
こ

K
1
こ
w
r
2
5
L
3
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@征矢英昭武道の可能性を探る

る
状
態
の
脳
こ
そ
が
、
武
道
や
ス
ポ
ー
ツ
の
バ

フ
ォ
マ
ン
ス
を
高
め
る
脳
の
最
適
興
奮
状
態
な

の
か
も
し
れ
な
い
。

一
方
、
武
道
に
は
、
他
の
技
法
と
同
様
に
重

視
す
べ
き
要
素
と
し
て
「
姿
勢
(
動
作
)
、
呼
吸
、

重三

-
一
4
工

学
生
の
穆
病
擢
患
率
は
大
人
並
み
と
さ
え
い
わ

れ
て
い
る
。
欝
に
な
る
と
、
注
意
・
集
中
や
選

と択
呼
ぶ判
)断

を力
担(
う認
前f知
頭i機
前f能
野ゃの
のー
背iT部
外rで
側?実
部ぷ行
(機
ブ能

ロ
ー
ド
マ
ン
羽
野
)

の
活
動
が
低
下
す
る
。
同

じ
部
位
は
、
認
知
症
、
注
意
欠
陥
障
害
、
自
閉

症
な
ど
の
症
例
で
も
機
能
低
下
す
る
可
能
性
が

報
告
さ
れ
て
い
る
。
果
た
し
て
武
道
は
こ
う
し

さ
し
絵

園
田
美
穂
子

の
前
露
棄
の
担
聾
を
荘
一
し

昭
防
と
重
臣

σ--J
ム
」
宮
山
，
「
仁

t
v

最
近
、
こ
う
し
た
ス
ト
レ
ス
行
動
が
発
現
し

--J‘圭
二

も先
の達
中
国嘉
か納
ら治
の五
留郎
学先
生生
をは
教
え当
、時
魯ろ
迅X8 
や千
多人

く
の
政
治
家
を
輩
出
し
た
。
そ
の
教
え
に
は
、

体
を
通
じ
て
心
を
修
養
す
る

(
修
心
)
こ
と
が

盛
ら
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
そ
う
し
た
効
果
は

武
道
の
稽
古
を
通
じ
て
得
ら
れ
る
は
ず
だ
。

私
た
ち
は
、
こ
う
し
た
問
題
に
迫
ろ
う
と
、

文
部
科
学
省
特
別
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
た
く

ま
し
い
心
を
育
む
ス
ポ
ー
ツ
科
学
イ
ノ
ベ

l
シ

ョ
ン
」
(
通
称

B
A
M
I
S
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
)

を
展
開
し
て
い
る
。
そ
の

一
部
を
紹
介
す
る
と
、

単
純
な
運
動
で
も
日
分
程
度
継
続
す
る
と
、

野
の
活
動
が
高
ま
り
、
実
行
機
能
が
高
ま
る
こ

と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
根
を
詰
め
て
勉
強
す

る
受
験
生
も
日
分
程
度
運
動
を
行
う
と
、
頭
が

す
っ
き
り
す
る
こ
と
を
経
験
し
て
い
る
。

武
道
は
ま
ず
、

ひ
た
す
ら
稽
古
を
行
い
、
そ

れ
を
続
け
て
動
作
を
洗
練
化
す
る
。
し
か
し
初

心
者
で
も
、
あ
る
程
度
技
術
が
身
に
付
け
ば
、

柔
道
の
乱
取
り
で
も
、
剣
道
の
素
振
り
で
も
、

日
分
や
加
分
継
続
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ

に
く
い
活
力
低
下
し
た
子
供
た
ち
が
増
え
て
い

-

一章
二

-A 

消
費
し
ダ
イ
エ

ッ
ト
に
な
る
と
考
え
る
だ
け
で

な
く
、
過
度
に
興
奮
し
た
脳
を
沈
静
化
し
た
り
、

疲
れ
た
脳
を
活
性
化
し
元
気
に
な
れ
と
考
え
る

こ
と
が
重
要
だ
。

記
憶最
を後
担に

よか前
官二頭

r季
己反
異

て
そな
る

の
旦部

署察
知、
日学

芝習

紹
介
し
よ
う
。
欝
病
で
は
海
馬
が
萎
縮
し
、
子

供
に
も
そ
れ
が
表
れ
る
こ
と
か
ら
、
欝
病
の
危

険
因
子
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
海
馬
で
は
、
豊

か
な
環
境
で
運
動
さ
せ
る
と
神
経
が
新
し
く
増

ぇ
、
認
知
機
能
が
高
ま
る
こ
と
、
さ
ら
に
、

46 

A
M
I
S
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
私
た
ち

は
、
軽
い
運
動
で
も
十
分
、
海
馬
は
活
性
化
し
、

新
し
い
神
経
が
増
え
、
認
知
機
能
も
高
く
な
る

こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

武
道
は
脳
科
学
か
ら
見
て
、
今
後
ま
す
ま
す

面
白
い
対
象
と
な
り
そ
う
だ
。
少
な
く
と
も
、

多
く
の
人
々
が
武
道
に
興
味
を
も
ち
、
体
と
心

の
関
係
を
理
解
す
る
こ
と
。
そ
し
て
身
近
な
稽

古
で
元
気
な
身
心
を
作
る
た
め
に
利
用
で
き
る

ゃ

よ
う
に
な
っ
た
ら
と
期
待
し
て
止
ま
な
い
。

.... .，.. B 
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